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福島県農業総合センター長期就農研修実施要領

（趣旨）

第１条 この要領は、福島県農業総合センター（以下「センター」という。）において、

県内で就農を目指す者を対象として、実践的な栽培技術及び経営技術を体系的に学ぶ機

会を提供する長期研修制度の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。

（研修実施部所）

第２条 研修は、センターの農業短期大学校、本部、果樹研究所、畜産研究所、会津地域

研究所及び浜地域研究所で実施する。なお、会津地域研究所及び浜地域研究所において

は、研修希望者が特に要望する場合で、研究業務等との関係から当該研究機関が受入れ

可能な場合に限って受け入れる。

（研修対象者）

第３条 福島県内で農業により生計を立てることを目標とし、就農前に農業の知識及び技

術の習得を目指す者で、申込時の年齢が６０歳未満の者とする。ただし、センター所長

が特に必要と認める場合はこの限りでない。

（研修期間）

第４条 研修期間は４月から翌３月までの１年間を単位とする。

（研修の申込手続き）

第５条 研修を受けようとする者は、受講願書（様式１）に履歴書を添付してセンター所

長の指定する期日までにセンター所長に提出しなければならない。

（受講の許可)

第６条 センター所長は、受講願書を提出した者について、選考により受講を許可するも

のとする。

２ 選考は受講願書の審査及び面接により行う。

（受講決定の通知)

第７条 センター所長は、受講を許可するときは受講決定通知書（様式２）により、受講

を許可された者(以下「研修生」という。)に通知するものとする。

（誓約書）

第８条 研修生は、独立の生計を営む成年の保証人（以下「保証人」という。）を定め、セ

ンター所長の指定する期日までに誓約書（様式３）を提出しなければならない。
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（災害補償）

第９条 研修期間中における研修生の業務上の災害及び通勤災害については、本人又は本

人が未成年の場合は親権者が責任を負うものとする。なお、研修生は研修期間中は傷害

保険に加入しなければならない。

（損害賠償）

第１０条 研修生は、故意又は過失により研修先の施設、設備、備品等を滅失し、又はき

損した場合はこれを原状に回復しなければならない。なお、研修生は研修期間中は賠償

責任保険に加入しなければならない。

（受講料）

第１１条 受講料は無料とする。

（休講日）

第１２条 研修を行わない日（以下この条において「休講日」という。）は、福島県の休日

を定める条例（平成元年福島県条例第七号）第一条第一項各号に掲げる日とする。ただ

し、センター所長は、必要があると認めるときは、別に休講日を決め、又は休講日であ

っても研修を行うことができる。

（欠席)

第１３条 研修生は、病気その他やむを得ない理由のため欠席しようとするときは、その

旨を書面によりセンター所長に届け出なければならない。

２ 前項の場合において、病気のため引き続き７日以上欠席しようとする研修生は、同項

の規定による届出の書面に医師の診断書を添えなければならない。

（研修のとりやめ)

第１４条 研修生は、病気その他やむを得ない理由のため研修をとりやめようとするとき

は、保証人と連署して、書面により、センター所長に願い出て、その許可を受けなけれ

ばならない。

（研修の取消し又は中止）

第１５条 センター所長は、研修生のうち修業の見込みがないと認めた者又はこの要領に

定められた事項に違反した者については、当該研修を取り消し、又は中止することがで

きる。

（修了証書の授与）

第１６条 センター所長は、研修を修了したと認める者に対して、修了証書（様式４）を

授与する。
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（秘密保持）

第１７条 研修生は、研修期間中、センターにおいて知り得た秘密を他に漏らしてはなら

ない。研修修了後においてもまた同様とする。

（事務局）

第１８条 長期就農研修の事務は農業短期大学校が所掌する。

（その他）

第１９条 この要領に定めるもののほか、研修の実施に関して必要な事項はセンター所長

が別に定める。

附 則

１ この要領は平成２７年１２月４日から施行し、平成２８年度の長期就農研修から適用

する。

附 則

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則

この要領は、令和５年３月１日から施行する。
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（様式１）

受講願書

年 月 日

福島県農業総合センター所長

（ 受講者署名 ）

福島県農業総合センター長期就農研修実施要領を承知のうえ、下記により研修を受講し

たいので、関係書類を添えて出願します。

記

１ 受講者氏名等

氏名 ：

郵便番号 ：

現住所 ：

連絡先 ：（携帯： ）

（電話： ）

生年月日 ：（和暦） 年 月 日

２ 研修科目及び研修内容

（１）研修科目

（２）研修内容

３ 希望研修先

（農業総合センター農業短期大学校、本部、果樹研究所、畜産研究所、会津地域研究所、

浜地域研究所）
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（様式２）

受講決定通知書

記号番号

年 月 日

様

福島県農業総合センター所長 職印

年 月 日付けで申請のあった福島県農業総合センター長期就農研修に

ついて受講を許可することとしましたので、福島県農業総合センター長期就農研修実施要

領第７条の規定により通知します。

記

１ 研修科目

２ 研修期間 年 月から 年 月まで

（事務担当 農業短期大学校研修部 ○○○○ 電話０２４８－４２－４１１４）
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（様式３）

誓約書

年 月 日

福島県農業総合センター所長

（研修生）

現住所

研修生氏名

生年月日

私は、このたび貴センター長期就農研修の研修生として受講を許可されましたが、福島

県農業総合センター長期就農研修実施要領及び関係規程を守り、研修生の本分に従って、

専心勉励することを誓います。

（保証人）

現住所

職業

氏名

研修生との関係

生年月日

このたび上記の者が貴センター長期就農研修の研修生として受講を許可されましたが、

上記のとおり同人に福島県農業総合センター長期就農研修実施要領及び関係規程を守らせ

ることはもちろん、同人の研修中における同人に関する一切のことは、私が責任を持って

引き受け、貴センターには迷惑を掛けません。
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（様式４）

第 号

修了証書

住 所

氏 名

生年月日 年 月 日

あなたは、福島県農業総合センター長期就農研修の研修生として、下記のとおり研修を

修了したことを証します。

記

１ 研修科目

２ 研修期間 年 月から 年 月まで

年 月 日

福島県農業総合センター所長

（氏名） 職印


